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町長施政方針
【３月定例会　概要】
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　本町におきましては、本年１月、県営大朝工業団地に中国

木材株式会社の立地が決定し、団地造成後 15 年を経て、大

朝工業団地のすべての用地が一気に完売となりました。

　また、旧千代田スポーツパーク跡地への広島県中古自動車

販売商工組合の進出や、氏神工業団地及び千代田工業団地等

への工場等の新増設、さらには農業外企業の農業への参入も

相次いでおります。このことは、雇用の拡大はもとより、低

迷しておりました林業経営にも大きな好影響をもたらすなど、

今後の本町の経済・産業の大きな発展につながるものと期待

しているところでございます。

　さらには、千代田工業流通団地においては、現在県におい

て大宅盤化の工事が進められており、町といたしましてもこ

れと連動して、工業用水や下水処理の増強を進めているとこ

ろであり、引き続き大型企業の誘致を強力に進めている状況

であります。一方で、町内の昨年末の有効求人倍率は実に３

倍を超えるものになっており、早急な雇用確保対策が求めら

れているところでございます。

　今こそ、本町の発展の礎を築く絶好のチャンスであると

思っており、定住・交流・雇用促進対策などきめ細かな対応

策を実施し、地域経済の発展をめざしていく必要があります。

工業以外の状況におきまして、大部分の小売店の販売額は低

迷するなど厳しい状況が続いており、町民が景気回復を実感

するまでには至っていないと感じているところであります。

　私は、合併の最も重要な目的であります「住民に身近な行

政サービスは、住民に最も身近な市町村が担う。」という真

の地方分権を実現していくためにも、過疎化へ歯止めをかけ、

地域再生へと定住と交流の拡大をめざすことを基本目標と位

置づけ、北広島町の基礎固めから将来に向けて、明るい光が

確実に見えてくるよう、さらに創意・工夫を発揮しながら創

造と挑戦の町政運営を進める決意であります。
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第１章 　平成 20 年度　重点事業 28 ＋２
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１【新】きたひろしま暮らし提案プロジェクト
　定住促進協議会（仮称）を設立し、新たな施策を構築。
２【新】新たな住宅事業の構築
　若者を対象とした住宅施策、提供、セールスの仕組みを構築。
３【新】「観光振興まちづくり計画」アクションプラン
４【新】子ども農山村交流プロジェクト
５【新】吉川戦国まつり＜吉川氏関連施設の集客促進＞

６【新】きたひろしまバザール＜道の駅活性化＞
　ＩＣ玄関口における交流拠点として、道の駅の「集客機能」
「アンテナ・情報発信機能」を強化。

定
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／
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／
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て
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援
／
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康

７【新】頑張る地域応援補助金
　地域課題の解決に、地域自ら取り組むための仕組みづくり

や活動を支援。
８【新】地域防災力の強化
　手作り災害マップ、自主防災体制づくり、実働実践的演練の実施。
９【新】ふるさと再発見／人材養成
　公民館を拠点に、「地域・人づくり」の事業を新たに展開。
10【継】きたひろネット
　加入促進と一部供用開始、提供コンテンツの確定・製作、

センター局整備、地域ＩＣＴモデル事業。
11【新】新エネ・バイオマス利活用促進
12【新】全国草原サミット・プレイベント
13【新】広島大学との連携事業

14【新】きたひろしまウイークエンドファーム
　都市住民を対象に、農地を活用した交流ビジネスを構築。
15【新】新規就農支援
16【継】きたひろしま森づくり事業

17【新】きたひろしま雇用対策プロジェクト
　新たに雇用対策協議会（仮称）を設立し、企業と連携した

具体策を検討・実施。女性の労働力確保の観点から「子育
てにやさしい就労環境づくり」を企業へ働きかけ。

18【新】農外企業の参入促進

19【継】企業誘致の促進
　工業団地の基盤整備、進出企業への支援。

20【継】子育て支援の総合対策
　次世代を担う子どもたちを安心して生み育てることができ

る環境づくりに積極的に取り組む。（子育て総合マップづく
り、あんしんの子育て、相談・ネットワークづくり、乳幼児・
妊婦健診の充実、総合的な事業展開の仕組みづくり）

21【新】障害者／障害福祉計画の策定
22【新】特定健診の実施
23【新】豊平病院の全部適用移行
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24【継】義務教育振興プラン
　学校の適正規模・配置や学校施設の計画的整備などの課題

を検討。保育所・小中学校・高等学校連携などの具体的な
教育充実策を実施。

25【継】小中一貫教育の推進
　「つなぐ」「鍛える」「挑む」町内小中一貫教育と県内ネット

ワーク化の推進。
26【新】学校のＩＴ化
27【新】夢配達人プロジェクト
28【継】芸術・文化の推進
＊ 29・30【補正対応】学校と地域の連携システムの構築

～「新たな事業の構築や芽だし」　「きたひろしまスタイルの創出・発信」～
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第２章 　平成 20 年度当初予算の編成
～集中改革プランに沿った行財政改革を進める～

平成 20 年度予算が３月定例会で議決され成立しました。一般会計の総額は、

１３８億７，０００万円で、平成 19 年度当初予算に比べ１億２，７００万円、率で０．９％

の微増となりましたが、依然として厳しい財政状況です。集中改革プランに沿った行財政

改革を強力に進め、体力を高めるとともに、重点事業により最大の効果を発揮します。

平成 20 年度

北広島町予算

一般会計

　138 億 7,000 万円
対前年度

　金額：＋ 1 億 2,700 万円

　　率：＋ 0.9％

特別会計

　96 億 3,390 万円
対前年度

　金額：－ 4 億 5,180 万円

　　率：－ 4.5％

企業会計
　9 億 8,951 万円
　　　 （収益的支出の額）

　対前年度

　　金額：＋ 2,938 万円

　　　率：＋ 0.3％

国 民 健 康 保 険 2,325,000 

老 人 保 健 302,000 

下 水 道 事 業 1,792,000 

農 業 集 落 排 水 事 業 396,000 

介 護 保 険 2,234,000 

簡 易 水 道 事 業 839,000 

電 気 事 業 51,000 

住 宅 団 地 等 開 発 14,800 

芸 北 財 産 区 8,600 

診 療 所 181,000 

情 報 基 盤 整 備 事 業 1,215,000 

後 期 高 齢 者 医 療 275,500

計 9,633,900 

収 益 的
収 入

収 益 的
支 出

資 本 的
収 入

資 本 的
支 出

水 道 事 業 150,344 151,828 228,992 264,380 

豊平病院事業 836,390 836,690 21,137 55,513 

福祉、農業、教育や道路の整備など、基本的な

行政サービスを行う会計です。主に町税（町民

税や固定資産税など）が使われています。

水道や病院など、民間企業と同じように、事業

で収益をあげて運営されている会計です。北広

島町には、２つの公営企業会計があります。

国民健康保険料や下水道使用料など特定の収入

があり、一般会計と分けて経理することで、収

支をはっきりさせた会計です。北広島町には、

12 の特別会計があります。

Creative and Challenge



■予算額　138億7,000万円（単位：千円）

町税
2,739,666

地方交付税
6,549,379

国庫支出金
616,689

県支出金
1,243,179

町債
　 1,083,500

分担金及び負担金　270,738

使用料及び手数料　181,197

繰入金　199,663

その他の収入※　209,182

財産収入　70,461

依
存
財
源 73.5％

地方譲与税　276,185

自
主
財
源26.5％

交付金　430,161

議会の運営に

　議会費  131,967
行政の運営に

　総務費　1,739,597

福祉・保健・医療に

　民生費　2,567,660

保健衛生・きれいな町に

　衛生費 1,015,787

借入金の返済に

　公債費　3,141,701

雇用促進に

　労働費　　6,283

農林業の振興に

　農林水産業費
1,243,271

町内経済の発展に

　商工費　154,054

道路・橋りょう・計画的な町づくりに

　土木費　　828,919

安全で安心な町に

　消防費　604,899

災害の復旧に

　災害復旧費　26,124

学校や生涯学習などに

　教育費　806,129

その他

　諸支出金
1,574,105

　予備費　 29,504

予算額
138億7,000万円の内訳

（単位：千円）

別
の
視
点
で

見
て
み
る
と

公債費
3,139,801  

22.7％

扶助費
1,292,867  

9.3％

人件費
3,139,204

22.6％

義
務
的
経
費

投資的経費
7.3％

その他経費
38.1％

（単位：千円）

54.6％

繰出金
1,514,983

10.9％

物件費
1,486,107

10.7％

補助費
2,081,863

15.0％

普通建設
事業費

987,211
7.1％

維持補修費 152,306

　1.1％

災害復旧費 26,123  0.2％

その他  49,580  0.4％

�

一般会計

■町税のなかみ
町　民　税……… 962,426
固定資産税…… 1,602,506
軽自動車税……… 58,178
町たばこ税……… 109,135
入　湯　税………… 7,421

■交付金の内訳【単位：千円】
地方消費税交付金……………210,159
自動車取得税交付金…………156,917
ゴルフ場利用税交付金……… 24,726
地方特例交付金………………… 9,611
利子割交付金…………………… 9,242
交通安全対策特別交付金……… 5,470
配当割交付金…………………… 9,080
株式等譲渡所得割交付金……… 4,956

■その他の収入の内訳【単位：千円】
諸収入：209,180
寄付金：1
繰越金：1

■用語解説
人件費…職員の給料、議員の報酬など
扶助費…生活保護法、児童福祉法等に基づき、生活を

維持するために支給する費用
公債費…借入金の返済に充てる経費
普通建設事業費…道路等の社会資本を整備する経費
物件費…賃金、委託料、使用料等の経費
補助費…補助金、交付金等
繰出金…特別会計への繰出し
維持補修費…施設、道路等の維持補修に係る経費
その他…積立金、予備費等

創造と挑戦
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 当店は呉服全品現金買い付けです！
 ご安心価格でいつでもお気軽にご覧いただけます！

呉服のたかさごや

アフターフォローはお任せ下さい。

◆蔵迫店 0826-72-2107（日曜定休）◆春木店 0826-72-8171（水曜定休）

広告

着た後
お手入れ

着る時
着付け

着る前
着物選び

広告
★法事・慶事（要予約）
　お一人様３，１５０円より承ります。
　【送迎】10名以上（北広島町内無料）
問い合わせ　田原温泉　０８２６- ８２- ３８８８

★グラウンドゴルフパック（要予約）
　お一人様１，７５０円（プレー費＋弁当＋温泉）
　【送迎】（平日のみ 15名以上一人５００円で送迎可）
問い合わせ　天狗の里　０８２６- ８２- ３２３４

田原温泉 北広島町田原６６５

�

第３章 　組織の体制強化
～主要施策の着実な推進、新たな事業の創出を図る～

長期総合計画に掲げた主要施策の着実な推進や地域再生など新たな事業の創出が図れる体

制となるよう、役場本庁、支所及び消防本部等に係る一部組織の見直しを行いました。

■きたひろネット推進室の設置（きたひろネットの推進）本庁２階企画課内
　きたひろネットへの加入促進の本格化、番組作成及びセンター局体制の強化に伴い、企画課情報管
理室の名称を変更し、室体制の充実を図ります。

■徴収対策室の設置（徴収体制の強化）本庁１階税務課内
　厳しい町財政状況に加え、税源移譲などが本格化する中、課税徴収体制の強化を図るため、税務課
内に設置します。

■子育て支援室の設置（子育てに関する総括・企画の充実）本庁１階福祉課内
　子育て支援事業に係る全庁横断的な企画調整や進行管理、地域の実情や住民ニーズに応じた効果的
な施策づくりを行うため、福祉課内に設置します。

■企画調整係及び農地調整係の設置（農業政策機能及び農地調整機能の充実）本庁３階産業課
　農業施策の企画調整機能の充実を図り、農地の利活用や農地流動化など農地調整に係る行政課題に
的確に対応するため、産業課に新たな係を設置します。

■通信指令係の設置（通信指令体制の強化）消防本部
　指令業務の専任化による迅速な指令体制を確保するため、消防本部消防課に新たな係を設置します。

▲農業改革推進室の廃止
　平成 19年度にスタートした農業改革大綱に基づく農業改革推進事業について、農業法人の新規設立
など、一定の成果及び道筋がついたことに伴い室を廃止します。

▲美雲保育所の休園
　　入所者数の減少に伴い、休園します。
▲その他の変更
　・建設課用地係　⇒　用地班
　・支所自治振興課住民係・福祉衛生係　⇒　住民福祉係
　・芸北支所産業建設課産業振興係・自然林務係　⇒　産業振興係
　・消防本部消防課救急第１係・救急第２係　⇒　救急係

●学校指導体制の強化
　保・小・中・高連携教育の推進、不登校・生徒指導の充実及び基礎・基本の学力向上を図るため、
学校訪問指導や保護者・地域と連携した取り組みなど教育委員会学校指導係の指導主事を増員します。

●工事検査体制の確立
　権限移譲事務である国県道の維持管理業務を円滑に推進するとともに、全庁的かつ専門的な工事検
査体制を確立するため、建設課に建設調整監を配置します。

Creative and Challenge

組織の廃止・変更等2

組織の新設・体制強化1

その他3
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係　

長　
　

岩
見　
　

学

徴
収
対
策
室

課
長　

高
橋　

鋼
次

財

政

課

企

画

課

長
期
総
合
計
画
、
過
疎
対
策
、
新
エ
ネ
対
策
、
統
計
、
広
報
・
広
聴

細
川　

敏
樹
・
竹
下　

靖
彦

地
域
協
働
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
交
通
対
策
、
観
光
・
交
流

沼
田　

真
路
・
真
倉　

仁
司
・
越
岡
真
喜
子

企
業
誘
致
、
定
住
促
進
、
雇
用
対
策
、
職
業
紹
介
、
商
工

頼
政　

孝
治

専
門
員　
　

三
宅　

正
登

室
長　

森
脇　

誠
悟

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
化
推
進

大
橋　

一
正
・
池
田　

直
哉
・
田
辺　

康
行
・
河
野　

勝
暁

課
長
補
佐　

中
原　
　

健

係　

長　
　

石
川　
　

斎

管

財

係

公
有
財
産
、
普
通
財
産
管
理
、
財
産
区

五
反
田　

篤

財

政

係

政
策
財
務
、
予
算
編
成
・
経
理
、
町
債
、
入
札
・
契
約

上
田　

俊
則
・
宮
地　

弥
樹
・
芥
川
か
な
え
・
浅
香　

潤
観
・
大
畑　

直
也

専
門
員　
　

石
坪　

隆
雄

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

推

進

室

室
長　

小
西　

正
記

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

駅　

長　
　

佐
々
木
直
彦

舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

係　

長　
　

清
見　

宣
正

地
域
振
興
係

係　

長　
　

古
川　

達
也

企
画
調
整
係

総

務

課

行
政
改
革
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
組
織
・
機
構
、
権
限
委
譲

人
事
、
給
与
、
職
員
研
修

庁
舎
管
理
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
消
防
防
災
、
選
挙
、
行
政
区

原
田　

雄
二
・
大
畑　

紹
子
・
榎　
　

正
治
・
開
本
美
由
紀

課
長
補
佐　

沖
野　

昌
則
（
山
県
郡
町
村
税
等
滞
納
整
理
組
合
）・
国
吉　

孝
治
（
広
島
県
）・
吉
岡　

秀
樹
（
広
島
県
）・
溝
上　

正
義
（
広
島
県
）

派
遣
・
出
向

係　

長　
　

坂
本　

伸
次

総

務

係

奥
田　

淳
治
・
越
間　

裕
貴
・
西
岡　

直
美

係　

長　
　

畑
田　

正
法

人

事

係

矢
部　

芳
彦
・
福
田　

透
江

係　

長　
　

新
枝　

和
範

行
政
管
理
係

課
長　

壽
老
長
吉
郎

副

町

長

参

事

危
機
管
理
監

町

長

竹
下　

正
彦

若
本　

啓
二

村
上　

明
雄

岡
本　
　

進

課
長　

末
田
初
太
郎

立
地
定
住
推
進
室

課
長　

花
ノ
木
正
典

収

入

役

杉
野　

光
眞

室
長　

福
田　

幾
元

町

民

課

総
合
案
内
、
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録

田
辺　

五
月
・
渡
辺　

雪
美
・
細
居　
　

操

国
保
事
業
、
国
民
年
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
乳
幼
児
医
療

人
権
対
策
、
消
費
生
活

公
害
防
止
、
環
境
保
全
、
ご
み
、
墓
地
・
火
葬
場
、
浄
化
槽

小
椿　

治
之
・
土
井　

孝
行

室
長
補
佐　

石
津　

正
孝

環
境
管
理
室

室
長　

岡
本　
　

守

専
門
員　
　

林　
　

秀
治

笠
道
百
合
子
・
道
川　

智
治

人
権
セ
ン
タ
ー

所　

長　
　

角
田　

正
明

西
村　
　

豊
・
藤
田　

美
香
・
新
増　

栄
史

係　

長　
　

輪
田　

孔
俊

国
保
年
金
係

課
長
補
佐　

金
沢　

和
洋

住

民

係

行
井　

秀
二
（
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）

派

遣

課
長　

中
村　

正
明

島
田　

英
樹

�

創造と挑戦

北
広
島
町
職
員
配
置
表　

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
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福

祉

課

（
福
祉

事
務
所
）

保

健

課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
予
防
事
業

介
護
保
険
、
要
介
護
認
定
、
介
護
認
定
審
査
会

健
康
増
進
、
予
防
接
種
、
母
子
保
健

福
田
さ
ち
え
・
門
出　

暁
子
・
小
松　

千
里
・
佐
田
り
つ
こ

養
護
老
人
ホ
ー
ム

子
育
て
支
援
対
策
、
保
育
所
・
子
ど
も
園
、
児
童
福
祉

障
害
者
福
祉
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
高
齢
者
福
祉

生
活
保
護
、
民
生
委
員
児
童
委
員
事
務
、
原
爆
被
爆
援
護

細
居　
　

治
・
國
芳　
　

顕

課
長
補
佐　

田
中　

真
次

生
活
福
祉
係

沖
田　

浩
二
・
佃　

千
賀
子

係　

長　
　

清
水　

孝
幸

地
域
福
祉
係

中
川　

和
美
・
井
口　

瑞
穂

課
長
補
佐　

上
原　

隆
弘

子
育
て
支
援
室

中
村
加
代
子
・
藤
田　

秀
子
・
別
広
志
満
子
・
新
谷
美
枝
子
・
森
脇
千
恵
子
・

藤
井
美
智
子
・
美
濃　

恭
子
・
今
知　

智
子

事
務
長　
　

堀
田　

智
子

仁

愛

園

園
長　

友
広　

慎
治

課
長
補
佐　

上
新　

博
則

健
康
増
進
係

泉　
　

裕
樹
・
国
吉　

朋
美
・
箕
牧　

聡
子
・
木
村　

隆
之

係　

長　
　

藤
吉　

数
磨

介
護
保
険
係

植
田　

伸
二
・
田
中　

貴
子
・
頼
政
ミ
ノ
リ

係　

長　
　

多
田　

誠
子

地
域
介
護
係

課
長　

白
砂　

俊
郎

主
幹　

平
田　

早
苗

所
長
兼
課
長 

清
水
孝
基

福祉保健センター建

設

課

産

業

課

農
業
振
興
、
畜
産
振
興
、
土
地
改
良
区

農
地
流
動
化
、
農
業
委
員
会
事
務
局

林
業
振
興
、
森
づ
く
り
事
業
、
林
地
開
発
、
有
害
鳥
獣
駆
除

用
地
取
得
、
用
地
交
渉
、
財
産
登
記

農
林
土
木
、
土
地
改
良
事
業
、
農
林
道
維
持
管
理
、
農
林
施
設
災
害
復

道
路
・
河
川
管
理
、
公
共
土
木
災
害
復
旧

道
路
台
帳
、
除
雪
、
屋
外
広
告
物
、
公
営
住
宅

熊
谷　

忠
明
・
出
廣　

美
穂　

係　

長　
　

信
上　

英
昭

都
市
管
理
係

高
下　

雅
史
・
藤
井　

尚
志
・
迫
田　

弘
志
・
大
本
賢
一
郎

係　

長　
　

足
利　

英
彰

土

木

係

隅
田　

好
則
・
竹
下　

秀
樹
・
梅
本　

孝
宏
・
斉
藤　

栄
一

係　

長　
　

土
井　

亮
三

農
林
土
木
係

堂
原　

千
春

専
門
員　
　

西
村　

修
郎

用

地

班

村
竹　

明
治
・
田
村　

智
行

係　

長　
　

浅
黄　

隆
文

斉
藤　

兼
冶

係　

長　
　

田
中　

正
基

農
地
調
整
係

滝
野　
　

修
・
中
川　

克
也
・
五
反
田
希
奈
美
・
田
中　

大
作
・
和
泉　

智
子

係　

長　
　

藤
浦　

直
人

農
業
振
興
係

課
長　

佐
渡　

宏
治

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

課
長　

山
本　

哲
男

建　

設　

佐
藤　

稔

調
整
監

国

土

調

査

事

務

所

国
土
調
査
（
大
朝
・
豊
平
地
域
）

国
土
調
査
（
千
代
田
地
域
）

門
出　

泰
典
・
新
谷　

明
彦

係　

長　
　

田
辺　

正
康

国
土
調
査
第
１
係

石
川　
　

尚
・
松
若　

孝
亮

所
長
補
佐　

佐
伯　

孝
之

国
土
調
査
第
２
係

所　

長　

正
木
秀
喜

所
長
補
佐　

渡
辺
義
男

室
長　

今
子
ひ
と
み

林
業
振
興
係

農
業
施
策
企
画
調
整

落
合　

幸
治

課
長
補
佐　

山
田　
　

学

企
画
調
整
係

出

納

室

上

下

水

道

課

公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

片
岡　

英
昭
・
藤
田　

一
秀
・
田
津　

正
敏
（
休
職
）

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

緑

清

苑

し
尿
処
理

出
納
、
決
算
、
物
品
出
納

和
泉　

正
明

専
門
員　
　

境　
　

初
喜

室
長　

加
藤　

一
三

平
田　

俊
文
・
大
塚　

和
典

場　

長　
　

松
浦　
　

誠

藤
澤　

定
由
・
寺
川　

浩
郎
・
田
中　

淳
之

課
長
補
佐　

向
井　

隆
志

水

道

係

係　

長　
　

砂
田　

寿
紀

下

水

道

係

課
長　

稲
垣　

和
成

主
幹　

吉
川　

一
乗

事

務

局

議
会
事
務
、
監
査
委
員
事
務

専
門
員　
　

畑
田　

朱
美

局
長　

石
原　

正
行

■
議
会

�

Creative and Challenge



平
田　

敏
春

若
狭　

吉
明

教

育

長

教
育
委
員
会
会
議
、
予
算
・
人
事
、
義
務
教
育
振
興
プ
ラ
ン

新
田　

洋
子

学
校
指
導
、
生
徒
指
導

学
校
予
算
、
通
学
区
域
、
就
学
・
入
学
等
、
学
校
給
食

迫
井　

一
深
・
槙
本　

妙
子

係　

長　
　

五
反
田　

孝

学
校
教
育
係

板
倉
寿
恵
美
・
坂
本　

克
義

課
長
補
佐　

神
川　

義
紀

学
校
指
導
係

課
長
補
佐　

細
部　

俊
彦

総

務

係

門
枡　

利
男

学

校

教

育

課

課
長
（
副
教
育
長
兼
務
）

副

教

育

長

清
水　

勇
二

派

遣

道
川　

和
樹
（
広
島
県
教
育
委
員
会
）

■
教
育
委
員
会

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
林
業
振
興
、
畜
産
振
興

藤
堂　
　

崇
・
近
藤　

貞
治
・
小
川
友
里
江
・
山
本　

剛
志

課
長
補
佐　

多
川　

孝
之

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

竹
下　

直
紀
・
大
下　

裕
史

課
長
補
佐　

藤
川　

秋
江

支
所
業
務
統
括

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
林
業
振
興
、
畜
産
振
興

槙
野　

一
也
・
中
祖　

和
史
・
山
田　
　

歩
・
表
崎　

崇
樹

係　

長　
　

萬
田　

晃
成

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金
、
福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、

埋
火
葬

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

花
屋　

澄
子
・
森　
　

孝
行
・
岡
本
恵
美
子
・
池
松　
　

徹

課
長
補
佐　

齋
藤　

敏
広

支
所
業
務
統
括

槙
原　

啓
介

支

所

長

振

興

係

農
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
林
業
振
興
、
畜
産
振
興

中
野　

真
弘
・
小
椿　

美
紀
・
大
内　

哲
治

課
長
補
佐　

斎
藤　

幸
司

道
路
・
河
川
維
持
管
理
、
公
営
住
宅
、
上
下
水
道

庶
務
、
防
災
、
選
挙
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
統
計
、
社
会
教
育
・
社
会
体
育

植
田　

優
香
・
大
成
純
一
郎

係　

長　
　

清
水　

繁
昭

支
所
業
務
統
括

支

所

長

振

興

係

池
田　

慶
子
・
淀
渕　

朱
美
・
洲
浜　

瑞
恵
・
大
野　

裕
紀
・
大
内
由
美
子

課
長
補
佐　

白
砂　

妙
子

住
民
係
福
祉

山
本　
　

哲
・
川
手　

秀
則
・
久
次　

恭
子

係　

長　
　

松
田　

順
正

建
設
管
理
係

産
業
振
興
係

槙
原
ナ
ギ
サ
・
山
本　

一
久
・
下
杉　

昌
樹
・
岡
本　

美
枝

係　

長　
　

成
瀬　

哲
彦

住
民
福
祉
係

州
浜　

正
文
・
後
藤　

洋
治

係　

長　
　

酒
井　

忠
典

建
設
管
理
係

産
業
振
興
係

支

所

長

振

興

係

藤
井　

泰
子
・
道
沖　

年
弘
・
橋
坂　

知
佐
・
上
田　

久
美
子
・
服
部　

昌
英

係　

長　
　

吉
崎　

文
子

住
民
福
祉
係

佐
々
木　

靖
・
是
角　

健
二
・
石
川　

一
義

課
長
補
佐　

斎
藤　

茂
樹

建
設
管
理
係

産
業
振
興
係

課
長　

竹
内　

博
行

産

業

建

設

課

課
長　

室
坂　

時
子

自

治

振

興

課

課
長　

小
笠
原　

登

産

業

建

設

課

課
長　

南
屋　

幸
盛

課
長
補
佐　

宮
本　

健
司

自

治

振

興

課

課
長　

黒
井　

信
壮

産

業

建

設

課

課
長　

平
田　

義
孝

自

治

振

興

課

■
芸
北
支
所

０
８
２
６
‐
３
５
‐
０
１
１
１
（
代
）

■
大
朝
支
所

０
８
２
６
‐
８
２
‐
２
２
１
１
（
代
）

■
豊
平
支
所

０
８
２
６
‐
８
３
‐
１
１
２
２
（
代
）

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金
、
福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、

埋
火
葬

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
税
務
諸
証
明
、
国
民
年
金
、
福
祉
、
保
育
、
介
護
保
険
、
ご
み
、

埋
火
葬
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内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
眼
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長　

濱
本　

貞
徳

外
科
医
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

孝
弘

内
科
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東　

龍
也

内
科
医
師　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川　

友
子

診

療

部

事
業
管
理
者

山
縣　

司
政

副

院

長

板
垣　

衛
司

理
学
療
法
科
、
薬
師
科
、
栄
養
科
、

臨
床
検
査
科
、
放
射
線
科

首
藤　

正
宏
・
古
賀　

堅
太
・
芳
田　

英
俊
・
川
手
砂
和
子
・
菅
原　
　

勝
・

平　
　

健
蔵
・
常
川　

幸
生
・
日
南　

裕
子
・
藤
山　

一
宏
・
山
崎
都
志
子

診
療
支
援
部

■
豊
平
病
院

０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
１
５
５

芸

北

保　

育

道
沖
み
ど
り
・
佐
々
見
博
子
・
片
桐　

裕
子

芸

北

つ

く

し

保

育

園

園　

長　
　

住
田
千
代
花

社
会
教
育
・
体
育
、
青
少
年
育
成
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

関
口　

昌
和
・
沖
中　

満
春

文
化
財
保
護
・
保
存
、
芸
術
文
化

山
縣　

宏
爾

公
民
館

図
書
館

文
化
施
設

白
川　

勝
信

芸

北

高

原

の

自

然

館

中
川　

俊
彦

北

広

島

町

図

書

館

専
門
員　
　

河
野　

千
文

三
宅　

克
江

館　

長　
　

友
田　

伸
江

千
代
田
中
央
公
民
館

係　

長　
　

六
郷　
　

寛

文

化

係

係　

長　
　

多
川　

信
之

生
涯
学
習
係

保　

育

安
本　

美
和

八

幡

こ

ど

も

園

課
長　

伊
藤　

敬
之

主
幹　

松
島　

月
美

生

涯

学

習

課

資
料
展
示
施
設

沢
本　

史
代

戦

国

の

庭　

歴

史

館

保
健
衛
生

保
健
衛
生

保
健
衛
生
、
歯
科
保
健

竹
下
美
樹
子
・
迫
田
智
恵
子

専
門
員　
　

竹
山　

賢
治

次
長　

高
松　

洋
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

森
川　

恭
子　

係　
　

長　

二
井
川
明
美

大

朝

保

健

セ

ン

タ

ー

奥
田
百
合
絵
・
岡
崎　

真
也
・
水
野　

雅
美

次
長
補
佐　

高
野
ち
さ
子

次
長　

中　
　

英
雄

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

千

代

田

本

地

保

育

所

保　

育

保　

育

大

朝

保　

育

奥
迫　

由
美
・
上
田　

澄
子
・
佐
伯　

幸
恵

新

庄

保

育

所

所　

長　
　

岩
見　

仁
美

保　

育

田
辺　

由
美
・
川
本　

喜
美
代
・
水
越
季
美
子
・
津
賀
山
有
紀
・
大
上　

理
恵

所　

長　
　

古
川
富
士
子

石
川　

瑞
江
・
住
吉
美
寿
津
・
鳳
山　

直
美

川

戸

保

育

所

所　

長　
　

上
田　

早
苗

上
田　

和
永
・
吉
岡　

晶
子

南

方

保

育

所

所　

長　
　

島
津
由
紀
子

■
保
育
所

■
保
健
セ
ン
タ
ー
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病
棟
看
護
科
、
外
来
看
護
科
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
科

岩
田
ま
き
子
・
山
本　

明
子
・
山
根
美
佐
枝
・
岩
見　

兼
子
・
岡　
　

弘
子
・

信
本　

恭
子
・
織
田　

初
子
・
山
縣
み
ど
り
・
山
神　

照
子
・
中
野　

照
子
・

宮
崎　

瑞
穂
・
瀧
下　
　

満
・
横
田　

妙
子
・
小
田
眞
理
子
・
上
田　

晃
平
・

松
本
美
沙
子
・
池
野　

弥
生
・
立
川　

敬
子
・
花
岡
み
ち
子
・
美
濃　

志
保
・

小
蔦　

和
子
・
池
田
喜
和
子
・
石
部
恵
美
子

看　

護　

師　

長　
　
　
　
　
　

東　
　

律
子

看

護

部

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
事
、
財
務
、
給
与
、
電
算

出
納
、
財
務
、
庶
務
、
給
食

藤
川　

弘
治

総
務
係
長　
　

山
根　

秀
紀

総

務

係

医
療
情
報
係
長　

佐
々
木
靖
志

医
事
情
報
係

小
林　

聖
美

通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
所

事

務

部

事
務
部
長　

吉
田　

修
三

他
病
院
・
診
療
所
と
の
連
携

地

域

医

療

連

携

室

歯
科
診
療

岡
本
登
美
子

所　

長　
　

木
村
菜
穂
子

芸

北

歯

科

診

療

所

診　

療

原
田　

典
子
・
宮
本
す
ま
子
・
西
田　

智
絵
・
酒
井　

裕
子
・
藪
谷
真
由
美
・
近
藤　

玉
江
・
岡
本　

正
恵

雄

鹿

原

診

療

所

診　

療

中
村　

裕
子

八

幡

診

療

所

所　

長　
　

東
條　

環
樹

■
診
療
所

署
長　
　

一
部　
　

誠
（
兼
務
）

消
防
署
業
務
総
括

隊　

長　
　

石
井　

雅
宏

隊　

長　
　

加
藤　

孝
士

梅
木　

偉
久
・
友
田　

秀
治

近
藤　

利
夫
・
笠
道　

宏
和

東　
　

正
治
・
今
﨑　

和
男
・
大
下　

正
利

署

長

副　

署　

長　
　
　

田
辺　

弘
司

第
一
隊
司
令　
　

社　
　

武
次

山
田　
　

徹
・
笠
道　

宏
和
・
有
田　

俊
一

係　

長　
　

大
坪　
　

司

救

急

係

加
藤　

孝
士

予
防
・
危
険
物
規
制
・
建
築
同
意
・
査
察

係　

長　
　

今
知　

克
典

通

信

指

令

係

沖　
　

保
夫

一
部　
　

誠

消
防
本
部
業
務
総
括

消

防

長

係　

長　
　

野
上　

正
宏

予

防

係

係　

長　
　

松
本　

浩
二

警

防

係

火
災
・
救
助
・
そ
の
他
防
災
対
策

課　
　

長　
　
　

田
辺　

弘
司

消

防

課

課
長
補
佐　

石
井　

雅
宏

総

務

係

課
長　

一
部　

誠
（
事
務
取
扱
）

総

務

課

山
下　

稔
・
大
本　

恵
里
・
藤
吉　

康
弘
・
越
智　

義
宏
・

曽
我
部
誠
司

職
員
の
福
利
厚
生
、
消
防
行
政
一
般

救
急
救
命
処
置
対
策

　 消　 防　 本　 部　

本

署

消 防 署

火
災
・
救
急
救
助
活
動
及
び

そ
の
他
の
災
害
活
動
業
務

■
消
防
本
部

０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

通
信
指
令
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第
二
隊
司
令　
　

大
坪　
　

司

隊　

長　
　

引
地　

博
文

隊　

長　
　

土
井　
　

隆

正
田　

礼
次
・
植
木　

亨

森
藤　

一
樹
・
有
田　

俊
一

西
原　

敏
幸

芸

北

出

張

所

所　
　
　

長　
　

牧
原　

早
人

副
所
長
兼
隊
長　

日
田　

靖
成

大
屋　

逸
人
・
西
田　

聖
仁

今
本　

秀
智

山
下　
　

稔

山
脇　

和
雄
・
中
村　

英
信
・
渡
辺　
　

肇

大

朝

出

張

所

所　
　
　

長　
　

原
嵜　
　

昇

副
所
長
兼
隊
長　

福
田　

雄
宏

芳
邦　

光
也
・
齋
藤　

幸
男
・
岡
本　

和
馬

藤
井　

文
典
・
隅
田　

雅
之
・
吉
田　

伸
也

豊

平

出

張

所

所　
　
　

長　
　

立
川　
　

学

副
所
長
兼
隊
長　

宗
下　

雅
弘

消 防 署

立
川　
　

貢
・
箕
牧　

功
治
・
前
﨑　

貴
正　

花
木　

敏
彦
・
下
西　

幸
典
・
渡
草　

孝
夫

本

署

火
災
・
救
急
救
助
活
動
及
び

そ
の
他
の
災
害
活
動
業
務

Creative and Challenge創造と挑戦

人事
異動

■退職　３月 31 日付
産業課　課長　　　　　　　　　　　　細本　　光
企画課　室長　　　　　　　　　　　　岡本　　等
豊平支所　支所長　　　　　　　　　　林　実喜雄
大朝支所自治振興課　課長　　　　　　新田　逸男
芸北ホリスティックセンター　次長	 浄謙　彰文
豊平病院　病院長　　　　　　　　　　山縣　司政
豊平病院　医師　　　　　　　　　　　桂田　英知
福祉課　主幹　　　　　　　　　　　　小竹　重賢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（派遣満了）
川戸保育所　所長　　　　　　　　　　田辺　成子
芸北支所自治振興課　課長補佐　　　　谷本　美惠
豊平病院　事務局長補佐　　　　　　　林　久美子
豊平病院　事務局長補佐　　　　　　　藤井　　弘
雄鹿原診療所　主任看護師　　　　　　田村　紀子
大朝保健センター　主任保健師　　　　聖尻　　綾
豊平病院　看護助手　　　　　　　　　下岡　春子
豊平病院　主任准看護師　　　　　　　山根　富子
教育委員会学校教育課　課長補佐　　　佐々木昭典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県教委採用）
消防本部　課長　　　　　　　　　　　宮内　　憲

■採用　４月１日付
税務課徴収対策室　室長　　　　　　　福田　幾元
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県から派遣）
企画課きたひろネット推進室　室長　　小西　正記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県から派遣）
建設課　建設調整監　　　　　　　　　佐藤　　稔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県から派遣）
教育委員会学校教育課　課長補佐　　　神川　義紀
教育委員会学校教育課　主任指導主事　坂本　克義
消防署　消防士　　　　　　　　　　　越智　義宏
消防署　消防士　　　　　　　　　　　曽我部誠司
豊平病院　副院長　　　　　　　　　　板垣　衛治
豊平病院　医師　　　　　　　　　　　伊東　龍也
豊平病院　医師　　　　　　　　　　　吉川　友子
豊平病院　看護師　　　　　　　　　　小田眞理子
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何度も訪れたい　住んでみたい「元気なまち」の実現を

北広島町観光振興まちづくり計画策定
　北広島町の観光振興の将来像とあり方について検討

する、北広島町観光振興計画策定委員会から、３月４

日北広島町観光振興まちづくり計画の策定について答

申されました。それを受け、『北広島町観光振興まち

づくり計画』を策定しました。

　観光は、観光事業者や行政だけで推進するものでは

ありません。北広島町民一人ひとりがまちの魅力を再

発見し、誇りに思うことで、まち全体の輝きが増して

きます。豊かな自然、そこで暮らす人、人の営みから

醸成される文化、それら全てを輝かせることが、地域

の再生へとつながります。訪れた人が何度も訪れたい、

住んでみたいと思えるような「元気なまち」をみんな

問い合わせ　役場企画課地域振興係

　　　　　　０８２６-７２-０８５６

将来像

自然・人・文化　輝くまち「北広島」

基本方針

地域の個性を
活かした観光

地域の価値を
高める観光

地域ぐるみで取り組む
心の潤う観光

お客様の視点で
始める観光

<方向１>地域資源の活用

<方向２>スケールメリットを活かす

<方向３>きたひろスタイルの創出

<方向４>消費拡大、お客様満足度の向上

<方向５>町民が自慢したくなる北広島へ

<方向６>推進体制構築

<方向７>観光地としてのベースアップ

●地域資源の掘り起こしと活用
●地域資源の保全と活用

●町内４地域連携
●施設間連携

●北広島町らしさの創出
●新しい観光への挑戦

●北広島町の楽しみ方提案
●北広島町ブランドの開発

●町民の愛着と誇りの向上
●観光リーダーの育成

●事業者の役割
●観光協会の役割
●町民の役割
●行政の役割

●交通インフラの整備
●観光サインの整備
●積極的な情報発信

施　　策

で実現させましょう。

　詳しくは北広島町ホームページ掲載予定の『北広島町観光振興まちづくり計画』をご覧ください。

▲答申する戸田常一委員長（広島大学教授）
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きたひろネット事業説明会で、
たくさんのご質問をいただきました。

Ｑ１　「きたひろネット」による告知放送が運用開始となれば、既存の防災無線はどうなるの

か？

Ａ１　防災無線については、国の指導により１町１波の整備方針がなされていることや町内一

斉に行政情報の放送ができていないという２点の問題があります。これらの問題を総

合的に解決するため、「きたひろネット」へ移行いたします。防災無線は、平成 �� 年

７月頃から免許の切れる平成��年10月までの間、防災情報の伝達のみに利用しますが、

行政情報の放送については、平成 �� 年 10 月に廃止しますので、「きたひろネット」へ

の１００％加入を推進します。

Ｑ２　テレビの台数やパソコンの台数によって料金は変わるのか？

Ａ２　宅内配線工事の部分で費用の変動は見込まれますが、テレビやパソコンの台数による利

用料の変動はありません。

Ｑ３　宅内配線工事の費用は実費とあるが、およそいくら必要となるのか？

Ａ３　全国的な平均値によると、テレビ３台の配線とインターネット等通信線 �� ｍの配線を

した場合、約３６，７５０円程度となります。また、既存のテレビ宅内配線が同軸ケー

ブルで比較的新しい場合には、費用が安価で済む場合もあります。

問い合わせ　役場企画課きたひろネット推進室

　　　　　　☎０８２６	-	７２	-	０８５６

芸北地域加入率88.75％達成！
たくさんの申し込みありがとうございました。

　「きたひろネット」加入促進説明会を１月 21日

から３月７日までの間で、芸北地域 25 会場で開

催しました。加入申し込みの受付を行いましたと

ころ、多数の申し込みをいただきました。引き続

き芸北地域での加入申し込みを受け付けておりますので、加入促進にご理解とご協力をお願いし

ます。なお、大朝・千代田・豊平地域での事業実施スケジュールは次のとおりです。

■芸北地域加入状況（平成 20 年４月７日現在）

芸北地域全戸数 申し込み件数 加入率

1,040 戸 923 戸 88.75％

■「きたひろネット」事業実施（大朝・千代田・豊平地域）

区　分
平成 20 年 平成 21 年

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

加入促進説明会 加入促進説明会

加入予約受付 加入予約受付
（早期割引対象期間）

＊説明会の案内は、別途お知らせいたします。
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問い合わせ　芸北広域環境施設組合　０８２６	-	７２	-	２１１１

－　10月から変わります。ごみの分別方法　－
ごみダイエット大作戦

芸北広域きれいセンター管内（大朝・千代田・豊平地域）

～一般廃棄物（ごみ）処理基本計画～
今回のテーマ

ごみの
　 減量目標を
　　  決めました！

　年々増加するごみの状況を改善し、３Ｒ【リ

デュース（ごみを減らす）・リユース（繰り

返して使う）・リサイクル（再生して使う）】

を基本とした循環型社会の実現を目指すた

め、芸北広域環境施設組合一般廃棄物（ごみ）

処理基本計画を策定しました。

　この計画は、公募住民の方や各団体代表に

よる「ごみ処理検討委員会」で協議し、住民

の皆さんから寄せられた意見を基に策定した

ものです。この計画書や皆さんから寄せられ

た意見及び回答は、芸北広域環境施設組合、

役場町民課及び大朝・豊平支所自治振興課で

ご覧いただけるほか、町ホームページでもご

覧いただけます。 一人当たり１日 29ｇのごみを減らすのが目標！

ごみ排出量

18 年度
（基準年度）
12,118 ｔ / 年

リサイクル率

埋立処分量

18 年度
（基準年度）

22％

18 年度
（基準年度）
303 ｔ / 年

33 年度
（目標年度）
10,379 ｔ / 年

33 年度
（目標年度）

34％

33 年度
（目標年度）

0 ｔ / 年

 15％削減

 12 ﾎﾟｲﾝﾄ向上

 100％削減

リデュース
リユース
リサイクル

例えば

□買い物へマイバッグを
持っていく。

→レジ袋２枚 15 ｇ削減
□トレイでなく、ばら売

りの物を買った。
→トレイ３枚 15 ｇ削減

□職場でマイカップ、マ
イ箸を使う。

→紙コップ１個 5 ｇ削減
→割り箸　１膳 5 ｇ削減
□空き缶を地域の集団回

収用にストックする。
→空き缶　１缶 20 ｇ削減

□牛乳パックをスーパー
の回収箱に持ってい
く。

→牛乳ﾊﾟｯｸ１箱 30 ｇ削減

　これから、この目標を達成するための取り

組みを始めていきます。その最初の取り組み

が 10 月から始まるプラスチック製容器包装

の分別収集です。

　詳しくは次号で！

g
/
人

・
日

ｔ
/
年
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文
化
財

守
ろ
う

伝
え
よ
う

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

民
俗
芸
能
保
存
団
体
へ
の
助
成
金

　

民
俗
芸
能
（
神
楽
・
花
田
植
な
ど
）
に
対
す
る
助
成

金
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
衣
装
・
太
鼓
な

ど
の
修
繕
・
購
入
を
お
考
え
の
団
体
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
提
出
物
の
準
備
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
締

め
切
り
の
３
カ
月
く
ら
い
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
６
４

■助成金の種類
助成機関・団体 対象となる民俗芸能 締め切り 限度額

文化庁（ふるさと文化再興事業） 伝統芸能など ８月 100 万円

財団法人伝統文化活性化国民協会 国指定無形民俗文化財等 ８月 50 万円

エネルギア文化スポーツ財団 伝統文化など 11 月 50 万円

日本生命財団 伝統芸能など 11 月 60 万円

社団法人全日本郷土芸能協会 伝統文化の後継者育成 11 月 大会出演

地域伝統芸能活用センター 伝統芸能 12 月 記念公演出演

三井住友海上文化財団 郷土芸能・音楽の国際交流 12 月 50 万円程度

ひろしま文化振興財団 郷土文化・文化のまちづくり １月 30 万円

明治安田クオリティオブライフ文化財団 民俗芸能、伝統的生活技術 １月 70 万円

沖永文化振興財団 伝統的民俗芸能 １月 40 万円

財団法人伝統文化活性化国民協会 伝統文化の後継者育成 ２月 90 万円

ポーラ伝統文化財団 伝統技術・伝統芸能など ３月 50 ～ 100 万円
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平成 20年度

北広島町小中学校の定期人事異動

～小中一貫教育の推進により教育の活性化を図ります～

　平成 20年度の北広島町内の小中学校の定期人事異動がありました。

　北広島町の小中学校では、校長を中心に「つなぐ」「鍛える」「挑む」をキーワードに、小中一貫

教育を推進し、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「信頼される学校」「豊かな教育環境」をめ

ざして、教育活動を活性化していきます。今年 1年よろしくお願いいたします。

■新教育委員就任のお知らせ

　紺野昇教育委員には、本町の教育委員として

ご活躍いただきましたが任期満了により３月末

で退職されました。

　後任の委員は、次の方です。

新教育委員　小田　壮二（北広島町荒神原）

任　　　期　平成 20年４月１日から４年間

　

　どうぞよろしくお願いします。

■スクールガードベストの配布

■小中学校　校長・教頭名簿

学校名 校　長 教　頭 学級数 児童・
生徒数 備　考

芸
北

八 幡 小 学 校 酒井 あき子 沖 田 依 子 ３ 9 酒井校長は、町内「南方小」より

雄鹿原小学校 島 富 美 男 齋藤 たえ子 ５ (1) 38

芸 北 小 学 校 菅 川 知 由 中 田 浩 治 ５ (1) 32 菅川校長は、安芸太田町立「上殿小」より

雲 月 小 学 校 本 谷　 進 中 原 理 恵 ３ 17

美 和 小 学 校 頼近 百合子 宮 川　 登 ５ (1) 29

大
朝

大 朝 小 学 校 岡 田　 學 藤 田 覚 治 ６ 75

大 塚 小 学 校 田 丸 逸 子 ２ 13 教頭は未配置

新 庄 小 学 校 永 川 静 優 迫 岡 純 子 ７ (1) 82

千
代
田

川 迫 小 学 校 宮 本 早 苗 口 羽 邦 子 ４ (1) 27

八 重 小 学 校 梶 川 史 子 林　 文 麿 ７ (1) 176 林教頭は、廿日市市立「玖島小」より

八重東小学校 佐々木 昭典 小 石 文 彦 ６ 110 佐々木校長（昇任）は、「北広島町教育委員会」より

壬 生 小 学 校 河 野 文 司 松原 富美雄 ７ (1) 125 河野校長は、安芸太田町立「加計小」より

南 方 小 学 校 松 島 尚 志 谷 川 敏 樹 ３ 28 松島校長は、安芸太田町立「寺領小」より

本 地 小 学 校 清 住 秀 久 葛 原　 剛 ６ 119 葛原教頭（昇任）は、熊野町立「熊野第一小」より

豊
平

豊平南小学校 金 田 道 紀 田 村 留 美 ６ 76 金田校長は、安芸高田市立「可愛小」より

豊平西小学校 山 本 保 秀 雛 田 和 博 ５ (1) 40

豊平東小学校 高杉 千賀子 石 橋 源 郎 ４ 37 石橋教頭は、安芸太田町立「津浪小」より

芸 北 中 学 校 沖 政 長 公 五 百 川 勝 ４ (1) 75 五百川教頭は、府中町立「緑ヶ丘中」より

大 朝 中 学 校 迫 広 淑 文 河 野 博 昌 ５ (1) 87

千 代 田 中 学 校 今 田 雄 次 久 川 伸 介 ８ (1) 246 久川教頭は、安芸高田市立「甲田中」より

豊 平 中 学 校 藤 田 利 昭 谷 川 重 登 ５ (2） 79 谷川教頭は、三次市立「塩町中」より

＊新任の校長・教頭は赤字で表記
＊大朝小学校長は大朝学校給食共同調理場長を、豊平中学校長は豊平学校給食センター長を兼務
＊学級数の括弧は特別支援学級数
＊児童生徒数は平成 �0 年３月末時点での見込み
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放火による火災を防ごう！

　火災統計で、10 年連続出火原因ワーストワンにな

る「放火」火災。昨年は、県内でも放火による火災

が多発し、皆さんの記憶にも新しいところだと思い

ます。さて、人為的に火災を引き起こされる「放火

｣ を防ぐには、どのようにしたら良いのでしょうか。

放火を防ぐ方法を考えて見ましょう。
林野火災特別警戒実施中　５月７日まで

 

放
火
の
実
態

　

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
平
成
18

年
中
の
放
火
に
よ
る
出
荷
件
数

は
６
，
６
４
９
件
で
、
全
火
災

５
万
３
，
２
７
６
件
の
12
・
５
％

を
占
め
10
年
連
続
し
て
出
火
原
因

の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放

火
の
疑
い
も
４
，６
１
９
件
あ
り
、

放
火
及
び
放
火
の
疑
い
に
よ
る
火

災
は
、
１
万
１
，
２
６
８
件
（
全

火
災
の
21
・
２
％
）
発
生
し
て
い

ま
す
。
放
火
す
る
際
の
発
火
源
は

ラ
イ
タ
ー
が
最
も
多
く
、
発
生
時

間
は
、
夜
間
か
ら
明
け
方
に
か
け

て
が
多
く
、
夜
間
の
発
生
割
合
は

７
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

6：00 ～ 18：00

日中

3,593 件夜間
18：00 ～ 6：00

6,782 件

＊出火時刻不明 893 件除く

 

放
火
防
ぐ
方
法

　

ま
ず
は
、
自
宅
周
辺
を
片
付
け

る
。
放
火
の
際
、
た
き
つ
け
に
必

要
な
紙
な
ど
を
大
量
に
用
意
す
る

放
火
犯
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
家

の
周
囲
に
あ
る
、
燃
え
や
す
い
物

な
ど
を
片
付
け
る
だ
け
で
も
、
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
な
放
火
を
防

ぐ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
デ
ー
タ
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
放
火
は
暗
が
り
に
乗
じ
る

な
ど
、
人
目
を
忍
ん
で
行
う
も

の
。
家
の
周
り
を
明
る
く
す
る
事

は
、
不
審
者
を
人
目
に
つ
き
や
す

く
す
る
効
果
が
あ
り
、
街
灯
や
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
は
、
放
火

を
防
ぐ
上
で
大
変
有
効
で
す
。

防
犯
と
同
じ
観
点
で
考
え
ま
し
ょ
う

センサーライトや
街灯の設置

車のカバー等は
防炎製品にする

燃えやすい物を
置かない

　

破
壊
や
興
奮
を
目
的
と
し
た
、
動

機
の
理
解
で
き
な
い
放
火
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
人
同
士
の
つ
な

が
り
希
薄
に
な
っ
て
い
る
世
情
が
あ

り
、
そ
れ
が
理
由
の
な
い
犯
罪
を
増

長
す
る
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
人
と
の
絆
を

大
切
に
す
る
社
会
を
取
り
戻
す
こ
と

が
「
放
火
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
」

と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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正しく
飼っていますか？
犬や猫

平成 20年度狂犬病予防注射と定期登録

　

「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
新
た

に
飼
い
始
め
た
場
合
は
（
子
犬
は
生
後

90
日
を
過
ぎ
た
ら
）、
30
日
以
内
の
登

録
が
必
要
で
す
。

●
飼
い
犬
の
死
亡
・
所
在
地
の
変
更
・

飼
い
主
の
変
更

　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
等
に
は
届

出
が
必
要
で
す
。
役
場
町
民
課
又
は
各

支
所
自
治
振
興
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
散
歩
を
す
る
と
き
の
ル
ー
ル

　

公
園
・
道
路
・
河
川
敷
な
ど
公
共
の

場
所
や
他
人
の
土
地
に
糞
を
放
置
し

て
、
近
隣
住
民
の
方
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
必
ず
糞
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止

　

「
広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
」
に

お
い
て
、
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
少
し
の
時
間
だ
か
ら
、
早

朝
や
夕
方
の
散
歩
の
か
わ
り
に
…
そ
ん

な
理
由
で
犬
を
放
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

う
ち
の
犬
は
悪
い
こ
と
は
し
な
い
か
ら

…
と
思
っ
て
い
る
の
は
飼
い
主
さ
ん
だ

け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
犬
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
り
、
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り

　

平
成
20
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
・

犬
の
定
期
登
録
は
、
５
月
か
ら
６
月
の

間
で
、町
内
各
所
を
ま
わ
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
ハ
ガ
キ
・
回
覧
文
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
内
の
動
物

病
院
で
は
１
年
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

し
な
い
よ
う
に
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
犬
・
猫
の
引
取
り
日
程

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
犬
・
猫
の

引
取
り
日
程
及
び
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
引
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○日程及び問い合わせ

地　域 日  程 問い合わせ先

大　朝 ５月８日（木）、９日（金） 大朝支所自治振興課　0826-82-1122

千代田 ５月 12 日（月）、14 日（水）～ 16 日（金） 役場町民課環境管理室 0826-72-0854

芸　北 ５月 21 日（水）、22 日（木） 芸北支所自治振興課　0826-35-0114

豊　平 ６月３日（火）、４日（水） 豊平支所自治振興課　0826-83-1122

○料金

区　分 注射のみ 新規登録・注射

登録料 ― ３，０００円

予防注射料 ２，５００円 ２，５００円

注射済票交付料 ５５０円 ５５０円

合　計 ３，０５０円 ６，０５０円

■月２回　第２・第４木曜日

引 取 場 所 時 刻

豊平支所 １１：５０

本庁（千代田） １３：４０

■月１回　第１金曜日

引 取 場 所 時 刻

芸北支所 １１：３０

大朝支所 １３：２０

問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
課
環
境
管
理
室
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相談内容

テ
レビ等で株の電子化が実施されるので「ほふり」に預けなさいと言っている。

相続した株券を持っているがどうすればよいのか。

アドバイス

平
成 16 年６月９日、「株券の電子化」に関する法律が公布され、上場会社の株式について、法

律の公布から５年以内に一斉に電子化が導入されることになりました。現在、来年１月実施

で準備が進められています。

　現行制度では、株券を証券会社等を通じて「ほふり」（＊１）に預託して、その株券の株式を証

券会社等の口座に電子的に記録する方法（すでに発行株式の８割が預託されている）と、相談のよ

うに、株券を株主自身が保管する方法（これを、「たんす株」とも言う。）があります。電子化後は、

株式を証券会社等の口座に電子的に記録する方法に一元化され、従来の株券の効力は失われ、株券

を使って株式を売却したりすることができなくなってしまいます。

　自宅等で株券を保管している場合、電子化前に本人名義かどうか確認し、もし他人名義の場合は

名義書換を行っておく必要があります。電子化前に書換の手続きをしなかった場合、銘柄ごとに株

式名簿上の名義株主である他人名義で「特別口座」が開設され、これを、本人名義に変更するには、

相続や譲渡等の証明が必要になると言われており、手続きが大変煩雑になる可能性があります。詳

しくは、金融庁のホームページをご覧になるか、もしくは、株主名簿管理人（＊２）、または取引

のある証券会社に確認してください。

＊１

証券保管振替機

構の略称

＊２

株主総会召集通

知、配当金通知

などの書類の封

筒に記載されて

いる差出人（信

託銀行等）
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第 37 回

吸う人にも吸わない人にも
たばこは有害です。

た
ばこを吸う人が吸い

込む煙を「主流煙」、

たばこの先から出る煙を

「副流煙」といい、「副流煙」

のほうに有害物質が多く含

まれています。

北
広島町健康増進計画「まめマメきたひろしま」では、たばこが健

康に及ぼす悪影響について、肺がんだけでなく、その他の影響に

ついても知っている人が５０％以上に増えるように取り組んでいます。

全身におよぶたばこの害

た
ばこを吸わない人が、知らないうちにたばこの煙を

吸わされていることを「受動喫煙」といいます。た

ばこの煙には有害な成分が多く含まれているため、空気中

にただよっている煙を吸い込んでしまうと、たばこを吸わ

ない人も健康を害してしまいます。

ウイルス性肝炎でインターフェロン治療される方に

広島県のウイルス性肝炎インターフェロン治療医療費等助成制度

豊平保健福祉総合センター

（0826）84-1501
役場保健課健康増進係 

（0826）72-0853
芸北ホリスティックセンター 

 （0826）35-0230
大朝保健センター

 （0826）82-2211

開始時期　　　平成 20年４月１日から（平成 26年度まで）
申請受付　　　広島県芸北地域保健所保健課
　　　　　　　【〒７３１－０２２１　広島市安佐北区可部４丁目 12－１】
対象となる方　県内に住所があり、県が指定の専門医療機関でインターフェロン治療を要すると

診断され、県が認定した方。ただし、本制度による助成を一度受けた方は、再
度申請することはできません。

助成の内容　　インターフェロン治療にかかる自己負担分の上限を超えた額を助成
申請手続き　　申請書及びそれに添付する所定の診断書等は、広島県芸北地域保健所又は役場保

健課、各保健センターで配布しています。
問い合わせ　　広島県芸北地域保健所保健課　　　　　０８２- ８１４- ３１８１
　　　　　　　県庁健康福祉局保健医療部健康増進室　０８２- ５１３- ３０７６
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今
年
度
か
ら
、
各
医
療
保
険
者
（
国

民
健
康
保
険
・
政
管
健
保
・
健
保
組
合

等
）
の
責
任
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
健
診
に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
制
度
に
よ
り
、
健
診
内

容
や
負
担
金
な
ど
に
変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
の
上
希
望
さ
れ
る
健
診

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●申込受付期間　４月 28日（月）から５月 16日（金）までの３週間（期限厳守）

●申 込 場 所　千代田地域は役場保健課、その他の地域は各保健センターへ

●申 込 方 法　区長文書で配布する申込書に記入の上、最寄りの申込場所へ提出してください。

●健 診 日 程　25ページ健診日程のとおり

●対 象 者　30歳以上の町民の方。ただし、検査項目によって年齢が異なります。

＊事業所にお勤めの方は、事業所での健診がありますので、この健診の対象となりません。

＊年齢の基準は、平成 �0 年度末（平成 �1 年３月 �1 日）現在の年齢です。

●健診時の持参物　	保険者（保険証発行元）から送られてくる受診券、健康保険証、介護保険被保

　　　　　　　　者証（第１号被保険者のみ）、お知らせ票、検尿容器など

＊ �0 歳以上 �� 歳未満で国保以外の医療保険に加入されている被扶養者の方は、早めに事業所に対し受診券発行の申し込

みをしてください。受診券がないと健診は受けられませんので、希望される受診日に間に合うよう手続きをしてください。

●詳細な内容等　24ページ健診内容・個人負担金等表のとおり

●個人負担金の免除　75歳以上の方と生活保護世帯の方は、無料とします。

●そ　の　他　（１）		肝炎ウイルス検査を受けましょう

	 	 	 　肝炎は、早期発見と早期治療が重要です。40 歳以上の方で、今まで一度も

　　　　　　　　　　　肝炎ウイルス検査を受けておられない方は、ぜひ、この機会に受けてください。

　　　　　　　　（２）「がん検診だけ」の受診はできません

	 	 	 　今回から、特定健診を受けないと他のがん検診などが受けられませんのでご注意くださ

　　　　　　　　　　　　い。ただし、子宮がん（20歳～ 39歳が対象）と肝炎ウイルス検査は単独での受診が可能です。

　　　　　　　　（３）40歳以上 75歳未満で国保以外の保険に加入されている被扶養者の方へ

	 	 	 　すべての検査が受けられますが、特定健診の個人負担金だけは、加入されて

　　　　　　　　　　　いる保険の保険者が定めた個人負担金となります。

集団健診（総合・巡回健康診査）

個別健診（医療機関健診）

平成 20 年度
健康診査の

お知らせ

●申込受付期間　４月 28日（月）から５月 16日（金）までの３週間（期限厳守）

●申 込 場 所　千代田地域は役場保健課、その他の地域は各保健センターへ

●申 込 方 法　区長文書で配布する申込書に記入の上、最寄りの申込場所へ提出してください。

●受 診 期 間　６月１日から 10月末日までの５カ月間

●対 象 者　40 歳以上の北広島町国民健康保険被保険者の方及び後期高齢者医療制度加入者の

　　　　　　　　方。ただし、75歳以上の町民の方は受診医療機関が制限されます。

＊事業所にお勤めの方は、事業所での健診がありますので、この健診の対象となりません。

＊年齢の基準は、平成 �0 年度末（平成 �1 年３月 �1 日）現在の年齢です。

●健診時の持参物　（１）40歳以上 75歳未満の方

　　　　　　　　　　　受診券、北広島町国民健康保険被保険者証、介護保険被保険者証（第１号被保険者のみ）
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自分のため
家族のために
健診へ行こう！

平
成
20
年
度
健
康
診
査

▼
集
団
健
診
（
総
合
・
巡
回
健
康
診
査
）

▼
個
別
健
診
（
医
療
機
関
健
診
）

▼
人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
施
設
が
ん
検
診

人間ドック検診

施設がん検診

　　　　　　　　（２）75歳以上の方

　　　　　　　　　　	受診券、健康保険証、介護保険被保険者証

●詳細な内容等　24ページ健診内容・個人負担金等表のとおり

●個人負担金の免除　75歳以上の方と生活保護世帯の方は、無料とします。

●実施医療機関　（１）40歳以上 75歳未満の方

　　　　　　　　　　	広島県内の医療機関（特定健診の実施機関として登録された医療機関）

　　　　　　　　（２）75歳以上の方

　　　　　　　　　　	山県郡内の医療機関（特定健診の実施機関として登録された医療機関）

＊受診を希望される医療機関が健診のできる登録医療機関でない場合があります。また、予約が必要な場合も

　ありますので、受診の際には事前にご確認ください。

●申込受付期間　４月 28日（月）から５月 16日（金）までの３週間（期限厳守）

●申 込 場 所　千代田地域は役場保健課、その他の地域は各保健センターへ

●申 込 方 法　国民健康保険被保険者証と印鑑を持参の上、所定の申込書へご記入ください。

　　　　　　　　申込書審査終了後に送付する決定通知書が届きましたら、希望される医療機関へ

直接お申し込みください。

●受 診 期 間　６月１日から 10月末日までの５カ月間

＊健診結果からメタボリックシンドローム該当者及び予備軍の方を対象にした特定保健指導の実施期間（６カ

月）が必要なため、受診期間が短縮されています。

●対 象 者　40歳以上 75歳未満の北広島町国民健康保険被保険者の方

＊年齢の基準は、平成 �0 年度末（平成 �1 年３月 �1 日）現在の年齢です。

●健診時の持参物　国保被保険者証、受診券、人間ドック受診決定通知書、介護保険被保険者証（第１号被保険者のみ）

●詳細な内容等　24ページ健診内容・個人負担金等表のとおり

●実施医療機関　25ページ実施医療機関表のとおり

　次の各種がん検診を町内の医療機関で受診できます。10 月に実施予定としていますので、その時

期が近づきましたら、事前に広報等で詳しくお知らせします。

●検 診 内 容　	胃がん検査（レントゲン検査・内視鏡検査）、肺がん検査、大腸がん検査（便潜血

２日法）、前立腺がん検査（ＰＳＡ）、乳がん検査（マンモグラフィ検査で視触診

を含める）、子宮がん検査

＊ 集団健診、個別健診、人間ドック検診、施設がん検診の重複受診はできません。ただし、集団健診、

　人間ドック検診で受けなかった「がん検診」を施設がん検診で受診することは可能です。

豊平保健福祉総合センター

 （0826）84-1501

役場保健課健康増進係 

 （0826）72-0853
芸北ホリスティックセンター 

 （0826）35-0230

大朝保健センター

 （0826）82-2211
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総
合
健
康
診
査

区　分 検査項目 個人負担金 対象者

特定健診
問診、身体計測、理学的検査、血圧、血液検査、
肝機能検査、血糖検査、尿検査、医師の指
示による検査（貧血検査、心電図、眼底検査）

1,800 円

30 歳以上の方

特定高齢者
把握のため
の検査

生活機能評価に関する検査 65 歳以上（介護保険第 1 号被保険者）
の受診者

がん検診

胃がん検査 1,000 円

40 歳以上の方大腸がん検査 400 円

肺がん検査 300 円

乳がん検査
マンモグラフィ 2 方向撮影 1,800 円 40 歳代の女性の方（視触診含める）

マンモグラフィ 1 方向撮影 1,300 円 50 歳以上の女性の方（視触診含める）

子宮がん検査 900 円 20 歳以上の女性の方

前立腺がん検査 600 円 40 歳以上の男性の方

その他

肝炎ウイルス検査
無料

受診歴のない 40 歳以上の方

ペプシノゲン（胃粘膜）検査 40 歳以上の方で 5 歳ごとの節目年齢
の方（45 歳、　　歳、55 歳等）

歯周疾患健診 300 円 30 歳以上の方

結核検査 無料 65 歳以上の方

巡
回
健
康
診
査

区　分 検査項目 個人負担金 対象者

特定健診
問診、身体計測、理学的検査、血圧、血液検査、
肝機能検査、血糖検査、尿検査、医師の指
示による検査（貧血検査、心電図、眼底検査）

1,800 円

30 歳以上の方

特定高齢者
把握のため
の検査

生活機能評価に関する検査 65 歳以上（介護保険第 1 号被保険者）
の受診者

がん検診

大腸がん検査 400 円
40 歳以上の方

肺がん検査 300 円

前立腺がん検査 600 円 40 歳以上の男性の方

その他

肝炎ウイルス検査
無料

受診歴のない 40 歳以上の方

ペプシノゲン（胃粘膜）検査 40 歳以上の方で 5 歳ごとの節目年齢
の方（45 歳、　　歳、55 歳等）

歯周疾患健診 300 円 30 歳以上の方

結核検査 無料 65 歳以上の方

医
療
機
関
健
診

区　分 検査項目 個人負担金 対象者

特定健診
問診、身体計測、理学的検査、血圧、血液検査、
肝機能検査、血糖検査、尿検査、医師の指
示による検査（貧血検査、心電図、眼底検査）

2,200 円

・40 歳以上 75 歳未満の北広島町国民健康
保険被保険者の方及び生活保護世帯の方

・75 歳以上の方。ただし、当該年度中に
75 歳となる国保被保険者の方及び後期
高齢者医療制度に加入されている方。

特定高齢者
把握のため
の検査

生活機能評価に関する検査 65 歳以上（介護保険第 1 号被保険者）
の受診者

人
間
ド
ッ
ク
検
診

区　分 検査項目 個人負担金 対象者

特定健診
問診、身体計測、理学的検査、血圧、血液検査、
肝機能検査、血糖検査、尿検査、医師の指
示による検査（貧血検査、心電図、眼底検査）

肝炎ウイル
ス検査（無
料）を除く
検査料金の
3 割を負担。
＊助成限度
額は � 万円

医療機関に
よって負担
金が異な
る。

男女必須

必須検査
肝炎ウイルス検査、胃部Ｘ線検査又は胃カ
メラ検査、胸部Ｘ線検査（結核・肺がん）
大腸がん検査、腹部超音波検査

選択検査

乳がん（マンモグラフィ）検査（視触診含める）
女性希望者

子宮がん検査（頸部細胞診）

前立腺がん検査（ＰＳＡ） 男性希望者

特定高齢者
把握のため
の検査

生活機能評価に関する検査 65 歳以上 75 歳未満（介護保険第 1 号
被保険者）の受診者

健診の詳細内容

平成 20 年度健康診査のお知らせ
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実施医療機関（人間ドック検診）

医療機関名 所在地 電話番号

大 朝 ふ る さ と 病 院 北広島町新庄 2147-1 ０８２６-８２-３９００

河 村 病 院 広島市中区大手町 1-4-11 ０８２-２４７-４８８１

北 広 島 健 診 セ ン タ ー 北広島町壬生 433-4　北広島病院（旧益田病院）3 Ｆ ０８２６-７２-６６１１

北 広 島 町 豊 平 病 院 北広島町阿坂 4705 ０８２６-８４-１１５５

千 代 田 中 央 病 院 北広島町有田 1192 ０８２６-７２-６１１１

ＪＡ吉田健康管理センター 安芸高田市吉田町吉田 3666 ０８２６-４２-５３７１

健診日程
地域 実施月日 健診名 受付時間 実施場所

芸

北

６月 30 日（月）
巡回健診 ９：30 美和東文化センター

巡回健診 13：30 大暮清流の家

７月１日（火）
巡回健診 ９：00 土橋生活センター

巡回健診 13：30 雲月ふれあいセンター

７月２日（水）
総合健診 ８：00

芸北文化ホール
巡回健診 13：30

７月３日（木）
総合健診 ８：00

芸北文化ホール
巡回健診 13：30

７月４日（金）
総合健診 ８：00

美和小学校体育館
巡回健診 13：30

７月 30 日（水）
総合健診 ８：00

芸北ホリスティックセンター
巡回健診 13：30

７月 31 日（木）
総合健診 ８：00

芸北ホリスティックセンター
巡回健診 13：30

８月１日（金）
総合健診 ８：00

八幡高原センター
巡回健診 13：30

大

朝

６月 16 日（月）
巡回健診 ９：00 筏津コミュニティセンター

巡回健診 13：00 大塚小学校体育館

６月 17 日（火）
巡回健診 ９：00 岩戸集会所

巡回健診 13：00 からしろ館

６月 18 日（水）
総合健診 ８：30

大朝保健センター
巡回健診 13：00

６月 19 日（木）
総合健診 ８：30

大朝保健センター
巡回健診 13：00

６月 20 日（金）
総合健診 ８：30

北広島町図書館
巡回健診 13：00

千
代
田

６月 23 日（月）
巡回健診 ８：30 本地総合センター

巡回健診 13：00 南方総合センター

６月 24 日（火）
巡回健診 ８：30 壬生ふれあいセンター

巡回健診 13：00 川迫小学校体育館

６月 25 日（水） 巡回健診 ８：30 八重総合センター

６月 26 日（木）
総合健診 ８：30

千代田開発センター
巡回健診 13：00

６月 27 日（金）
総合健診 ８：30

千代田開発センター
巡回健診 13：00

豊

平

７月７日（月） 巡回健診 13：00 阿坂老人憩いの家

７月８日（火）
巡回健診 ９：00 今吉田公民館

巡回健診 13：00 戸谷老人憩いの家

７月９日（水）
巡回健診 ９：00 中原老人集会所

巡回健診 13：00 原東生活改善センター

７月 10 日（木）
総合健診 ８：30

ふれあい健康館
巡回健診 13：00

７月 11 日（金）
総合健診 ８：30

どんぐり荘
巡回健診 13：00

自分のため　家族のために　健診へ行こう！
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北広島町の環境と未来

知り・取り組み・広げるが大切
環境と未来を考える映画「不都合な真実」の

上映と環境ディスカッションを、２月 24 日

千代田開発センターで開催しました。コー

ディネーターに松村幸彦教授（広島大学）を

迎え、町内の各種団体の方と環境問題、地球

温暖化の影響などの議論が繰り広げられ、環

境と地球温暖化問題は、まず一人ひとりの小

さな取り組みが重要であると考えさせられる

１日となりました。子孫が安心して暮らせる

環境を私たちの手で残していきましょう。

第 63回国民体育大会冬季大会スキー競技会

加計高校芸北分校スキー部大活躍
第 63 回国民体育大会冬季大会スキー競技会

が、２月 19 日～ 22 日まで長野県野沢温泉

村にて開催されました。クロスカントリー競

技の少年男子 10 ㎞では中田優生さん（加計

高校芸北分校）が５位入賞。リレー競技少年

男子でも広島県チームとなった加計高校芸北

分校の生徒４名（中田優生さん、河野伸太郎

さん、小松秀平さん、村竹誠さん）が北海道・

東北・甲信越の強豪と互角に競り合い７位入

賞を果たしました。

子供そば打ち教室

高橋名人にそば打ちを教わろう
道の駅とよひらどんぐり村内そば道場で、３

月 15 日、子供そば打ち教室が開催されまし

た。町内外の子ども 23 名の参加があり、製

粉所や高橋名人の見本そば打ちを見学した後

に、そば打ち体験を行いました。慣れない延

し作業に悪戦苦闘しながらも出来上がったそ

ばを前に、子どもたちも保護者の方も喜びが

いっぱいでした。

大朝中学校リサイクル活動

憩いの場にベンチを贈呈
夏にリサイクル活動を行った大朝中学校の生

徒たちは、その収益金で 19 脚のベンチを北

広島町社会福祉協議会に寄贈しました。ベン

チはオーナー制で管理され、大朝支所を中心

に円状に配置され、お年寄りたちの憩いの場

と休息の場に利用されます。当時生徒会長の

中田圭人さんは、「自分たちが年をとっても

使えるように大切にしたい。」と将来に受け

継いでいく夢を語られました。
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千代田地域地域づくり講座

三人寄れば文殊の知恵
千代田地域づくり協議会主催の地域づくり講

座が３月 15 日、千代田中央公民館で行われ

ました。講師に安藤周治さん（ＮＰＯ法人ひ

ろしまね）を迎え、これまでの国の社会情勢

から、地域が生き残るためにはどうすればよ

いかなどその手法を学びました。行政依存か

ら脱却し、地域と行政がよりよい協働関係を

築くため、まず自分たちの地域を見つめ直し、

地域の宝を再発見することが大事であると語

られました。

広島暮らし体感モニターツアー

豊かな自然と地域の方との交流
広島県交流・定住促進協議会主催の広島暮ら

し体感モニターツアーが、３月 20 日に行わ

れました。大都市圏に居住される方が来町さ

れ、吉川お休み処にて昼食をとり、吉川元春

館跡や戦国の庭歴史館を散策。天狗シデで自

然の驚異を感じ、芸北地域の古民家で餅つき

体験。芸北オークガーデンで夕日を見ながら

ゆったりお風呂。民宿で郷土料理とどぶろく

を味わい、お宮で神楽鑑賞と地元の方との交

流。北広島を存分に楽しんでいただきました。

瑞宝双光章受章　上本甫郎さん

地方教育の発展に貢献
千代田地域惣森の上本甫郎さんが高齢者叙勲

（瑞宝双光章）を受章されました。上本さんは、

昭和 18 年から昭和 55 年に小学校長を退職

されるまでの 37 年間の長きにわたり、教育

者として山県郡内を中心に初等中等教育の充

実と推進に尽力され、地方教育の発展に貢献

されました。

第 15回景観づくり大賞地域活動の部

　　　　最優秀賞受賞　雲月山活性化委員会

景観を守り、育てる活動を評価
広島県景観会議が募集した第 15 回景観づく

り大賞地域活動の部で、雲月山活性化委員会

が最優秀賞に選ばれました。一時は途絶えて

いた雲月山の山焼きを同委員会の手により平

成 16 年に復活し、景観保全や希少生物の保

護などに貢献されています。他では見ること

ができなくなった希少な植物もこの山では見

ることができます。現在は、地元の小学生や

町内外からの多くのボランティアが参加され

ています。
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「
北
広
島
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
」
「
自
分
に
何
が
で
き
る
か
探
し

て
み
た
い
」
「
何
か
や
り
た
い
け
ど
方

法
が
わ
か
ら
な
い
」
「
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
し
た
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

学
び
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
企
画
の
手
法

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
実
際
に
「
北
広

島
町
の
お
宝
を
町
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
講

座
」
を
自
分
た
ち
で
企
画
し
、
開
講
し

ま
す
。

■
初
回

日
時　

６
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
朝
公
民
館

講
師　

志
賀　

誠
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
人
間
科
学
研
究
所
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

役
場
企
画
課
地
域
振
興
係

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
６

　

千
代
田
中
央
公
民
館

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

２
２
４
９

　

芸
北
中
央
公
民
館

　
　
　


０
８
２
６-

３
５-

０
０
７
０

　

大
朝
公
民
館

　
　
　


０
８
２
６-

８
２-

２
２
１
１

　

豊
平
中
央
公
民
館

　
　
　


０
８
２
６-

８
３-

０
０
２
０

　

千
代
田
地
域
火
葬
場
の
火
葬
業
務
休

止
の
た
め
、
現
在
、
町
内
２
箇
所
、
町

外
１
箇
所
の
火
葬
場
の
利
用
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
使
用
許
可
を
出
し
て
い
ま

す
。火
葬
場
使
用
の
申
し
込
み
を
夜
間
・

早
朝
な
ど
通
常
時
間
外
に
さ
れ
る
と
、

使
用
す
る
火
葬
場
の
利
用
状
況
が
確
認

で
き
ず
、
使
用
許
可
を
出
せ
な
い
場
合

が
出
て
き
ま
す
。

　

火
葬
場
使
用
の
申
し
込
み
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
に

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
課
環
境
管
理
室

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
４

　

産
業
廃
棄
物
を
委
託
処
理
す
る
際
に

使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
産
業
廃
棄
物
管
理
票
）
を

交
付
し
た
事
業
者
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
県
（
広
島
市
、
呉
市
及
び
福
山
市
の

事
業
場
に
つ
い
て
は
、
各
市
）
へ
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
交
付
状
況
に
係
る
報
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

報
告
義
務
者

　

産
業
廃
棄
物
を
広
島
県
内
で
排
出
す

る
事
業
者
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
交

付
し
て
い
る
事
業
者

報
告
対
象
期
間

　

前
年
度
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31

日
ま
で
（
初
回
報
告
は
平
成
19
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
実
績

が
対
象
）

報
告
期
限

　

毎
年
度
６
月
30
日
（
初
回
報
告
は
平

成
20
年
４
月
１
日
か
ら
受
付
し
、
平

成
20
年
６
月
30
日
が
期
限
）

報
告
の
方
法
等

　

県
へ
の
報
告
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
使

用
枚
数
な
ど
に
応
じ
て
、
最
も
適
し

た
方
法
に
よ
り
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
報
告
（
電

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」

企
画
課
・
生
涯
学
習
課

火
葬
場
の
使
用
申
し
込
み町　

民　

課

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
交
付
状
況
報
告
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
務
化

町　

民　

課

子
申
請
）

・
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
報
告

・
紙
に
よ
る
報
告
（
手
書
き
）

報
告
窓
口

　

広
島
県
芸
北
地
域
事
務
所

　
　

厚
生
環
境
局
環
境
管
理
課

　
　
　


０
８
２-

８
１
４-

３
１
８
１

問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
課
環
境
管
理
室

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
４

平
成
20
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

保　

健　

課

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
て
発
病
す
る

病
気
で
す
が
、
予
防
も
治
療
も
で
き
ま

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
か
ら
６
～
８

週
間
く
ら
い
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
が
で
き
ま

す
。
検
査
は
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ

た
日
か
ら
２
カ
月
以
降
に
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
日

　

毎
月
第
３
月
曜
日

　

午
前
９
時
～
11
時
（
要
電
話
予
約
）

検
査
方
法

　

血
液
を
５
ｃ
ｃ
採
血
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
を
調
べ
ま
す
。

検
査
料
金
等

　

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
査
場
所
・
申
し
込
み



��

く

ら

し

の

情

報

　

広
島
県
芸
北
地
域
保
健
所

　

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
４
丁
目
12-

１

　
　
　


０
８
２-

８
１
４-

３
１
８
１

新
生
児
聴
覚
検
査

保　

健　

課

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
ま
も
な
く
か
ら

見
る
、
聞
く
、
触
る
な
ど
の
感
覚
を
通

じ
て
周
囲
の
刺
激
を
受
け
取
り
、
そ
の

意
味
を
理
解
し
、
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
み
成
長
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
も
し
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
に
気

づ
か
ず
に
い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
育
ち
に
く
く
な

り
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
早
く
発
見
し
て
適

切
な
援
助
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
平
成
20

年
度
か
ら
新
生
児
聴
覚
検
査
の
受
診
券

を
交
付
し
ま
す
。（
妊
娠
届
出
時
に
交

付
）

　

生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
に
く
い
お

子
さ
ん
は
、
１
千
人
に
１
～
２
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
検
査
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。

個
人
負
担
金

　

２
，
７
０
０
円

検
査
機
関

　

委
託
医
療
機
関
（
聴
覚
検
査
の
で
き

る
産
科
医
療
機
関
）

問
い
合
わ
せ
・
妊
娠
の
届
出

　

役
場
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
３

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
健
康
診
査

保　

健　

課

　

北
広
島
町
で
は
、
妊
娠
・
出
産
に
か

か
る
経
済
的
不
安
を
軽
減
し
、
積
極
的

な
妊
婦
健
診
の
受
診
を
図
る
た
め
、
平

成
19
年
度
よ
り
妊
婦
健
診
公
費
負
担
回

数
を
５
回
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
新
た
に
妊
婦
一

般
健
康
診
査
時
に
同
時
に
実
施
で
き
る

超
音
波
検
査
の
受
診
券
（
５
枚
）・
初

回
受
診
時
の
子
宮
頸
が
ん
の
受
診
券

（
１
枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

　

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
早
め
に
妊
娠
届

出
を
し
、
妊
婦
健
康
診
査
等
受
診
票
の

交
付
を
受
け
、
次
の
適
切
な
時
期
に
健

康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

第
１
回
（
妊
娠
８
週
前
後
）

　

妊
婦
一
般
検
査
（
妊
婦
の
健
康
状
態

及
び
現
在
の
妊
娠
週
数
の
確
認
）・

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
超
音
波
検
査

第
２
回
（
妊
娠
20
週
前
後
）

　

妊
婦
一
般
検
査（
胎
児
の
発
育
状
況
・

異
常
の
有
無
・
胎
盤
の
位
置
の
確

認
）・
超
音
波
検
査

第
３
回
（
妊
娠
24
週
前
後
）

　

妊
婦
一
般
検
査（
胎
児
の
発
育
状
態
・

介
護
保
険
料
激
変
緩
和
措
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
続

保　

健　

課

　

平
成
20
年
度
の
介
護
保
険
料
の
算
定

に
お
い
て
、
住
民
税
等
の
制
度
改
正
に

よ
っ
て
、
収
入
が
変
わ
ら
な
く
て
も
所

得
段
階
が
上
が
る
方
に
対
し
て
行
わ
れ

て
い
た
激
変
緩
和
措
置
を
、
平
成
19
年

度
と
同
様
に
継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

激
変
緩
和
措
置
と
は
、
税
制
改
正
に

よ
り
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
場
合
に
個
人
住
民
税
が
非
課
税

と
さ
れ
て
い
た
「
高
齢
者
の
非
課
税
限

度
額
」
の
廃
止
や
、
公
的
年
金
等
控
除

額
が
１
４
０
万
円
か
ら
１
２
０
万
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
入

額
が
以
前
と
変
わ
ら
な
く
て
も
保
険
料

段
階
が
上
が
っ
た
方
を
対
象
に
、
保
険

料
を
段
階
的
に
上
げ
る
経
過
措
置
で

す
。

　

平
成
20
年
度
の
所
得
段
階
別
の
介
護

保
険
料
額
は
、
平
成
19
年
度
の
保
険
料

額
と
同
額
と
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険

料
は
前
年
の
所
得
状
況
で
段
階
が
決
定

さ
れ
る
た
め
、
前
年
の
所
得
に
変
動
が

あ
っ
た
方
は
保
険
料
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。（
平
成
20
年
度
の
保
険
料

が
決
定
さ
れ
る
の
は
７
月
に
な
り
ま

す
。）

所得段階 対象者 保険料率 保険料（年額）

第１段階 町民税非課税世帯で生活保護・老齢福祉年金受給者 基準額× 50％ 26,280

第２段階 町民税非課税世帯で課税年金収入額＋合計所得が 80 万円以下 基準額× 60％ 31,536

第３段階 町民税非課税世帯で第２段階以外 基準額× 75％ 39,420

第４段階

町民税課税世帯で本人が町民税非課税 基準額 52,560

激変
緩和

第１段階から第４段階への異動による経過措置 － 43,624

第２段階から第４段階への異動による経過措置 － 45,201

第３段階から第４段階への異動による経過措置 － 47,829

第５段階

本人が町民税課税で合計所得金額が 200 万円未満 基準額× 125％ 65,700

激変
緩和

第１段階から第５段階への異動による経過措置 － 52,560

第２段階から第５段階への異動による経過措置 － 54,136

第３段階から第５段階への異動による経過措置 － 56,764

第４段階から第５段階への異動による経過措置 － 60,969

第６段階 本人が町民税課税で合計所得金額が 200 万円以上 基準額× 150％ 78,840

平
成
20
年
度
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料

問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
課
介
護
保
険
係

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
３



�0

く

ら

し
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情
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上
下
水
道
の
使
用
料
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　

人
員
変
更
届

上
下
水
道
課

　

上
水
道
・
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い

る
世
帯
の
方
で
、
転
入
、
転
出
、
転
居

等
の
異
動
に
よ
り
、
人
員
の
増
減
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、上
水
道
・
下
水
道
の

人
員
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
は
役
場
上
下
水
道
課
及
び

各
支
所
産
業
建
設
課
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
水
道
係
・
下
水
道
係

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
６
１

カ
ー
プ
応
援
デ
ー

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

　

中
国
地
方
で
唯
一
の
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
」
は
、
昭
和
25

年
に
誕
生
し
て
以
来
、
リ
ー
グ
制
覇
を

６
回
、
日
本
一
を
３
回
成
し
遂
げ
た
輝

か
し
い
歴
史
を
持
ち
、
私
た
ち
に
夢
と

感
動
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

現
広
島
市
民
球
場
で
の
公
式
戦
が
最

後
と
な
る
今
シ
ー
ズ
ン
、
優
勝
に
向
け

が
ん
ば
っ
て
い
る「
わ
れ
ら
が
カ
ー
プ
」

を
広
島
広
域
都
市
圏
の
皆
さ
ん
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
開
始

対
戦　

東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

会
場　

広
島
市
民
球
場

集
合　

12
時
～
14
時
ま
で
に
一
塁
側
２

番
入
口
横
の
広
島
広
域
都
市

圏
コ
ー
ナ
ー
に
集
合

募
集　

３
０
０
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

１
人
２
，
５
０
０
円
（
３
歳
以
上
）

　
　

（
弁
当
、
カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
等
含
む
）

申
し
込
み

　

往
復
は
が
き
に
、
参
加
者
全
員
（
５

人
ま
で
）
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
（
当
日
連
絡
可
能
な
番

号
）
を
記
入
し
、５
月
23
日
（
金
）（
消

印
有
効
）
ま
で
に
申
し
込
み

参
加
者
の
決
定

　

６
月
３
日
ご
ろ
返
信
は
が
き
で
通
知

し
、
６
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
参
加

費
を
振
り
込
む
（
振
込
手
数
料
は
参

加
者
負
担
）

主
催

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

広
島
市
企
画
調
整
部
内

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
事
務
局

　

〒
７
３
０-

８
５
８
６

　

広
島
市
中
区
国
泰
寺
町
１-

６-

34

　
　
　


０
８
２-

５
０
４-

２
０
１
６

切
迫
早
産
の
有
無
・
胎
盤
の
位
置
の

確
認
）・
超
音
波
検
査

第
４
回
（
妊
娠
30
週
前
後
）

　

妊
婦
一
般
検
査
（
胎
児
の
発
育
状
態

の
確
認
）・
超
音
波
検
査

第
５
回
（
妊
娠
36
週
前
後
）

　

妊
婦
一
般
検
査
（
分
娩
の
時
期
・
状

態
を
確
認
）・
超
音
波
検
査

問
い
合
わ
せ
・
妊
娠
の
届
出

　

役
場
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
８
５
３

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

人
事
異
動
に
伴
う
届
出
は

　
　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
。

消　

防　

署

　

新
年
度
と
な
り
、
人
事
異
動
に
伴
っ

て
生
じ
た
各
種
届
出
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
忘
れ
ず
に
速
や
か
に
届
け
出
ま

し
ょ
う
。

○
防
火
管
理
者
及
び
消
防
計
画
の
変
更

○
危
険
物
施
設
の
保
安
監
督
者
の
変
更

○
危
険
物
施
設
の
名
義
・
名
称
変
更
等

　

防
火
管
理
者
や
保
安
監
督
者
な
ど
一

定
の
基
準
を
満
た
し
た
方
で
な
い
と
選

任
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

消
防
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
事
前
に
消

防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
　
　

北
広
島
町
消
防
署

　
　
　


０
８
２
６-

７
２-

０
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

　
　
　
　
　
　

消
防
設
備
士
試
験

消　

防　

署

　

広
島
県
内
で
は
、
平
成
20
年
度
の
前

期
後
期
で
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
５

回
、
消
防
設
備
士
試
験
を
３
回
、
広
島

市
等
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
危
険
物
及
び

消
防
用
設
備
に
関
す
る
試
験
に
、
あ
な

た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広
島
支
部

　
　
　


０
８
２-

２
２
３-

７
４
７
４

　

h
ttp

://w
w
w
.sh

o
u
b
o
-sh

ik
en

.o
r.jp

/

救
急
患
者
の
受
入
状
況

消　

防　

署

　

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
救
急
患
者
の
受
入
問
題
に
つ
い
て
、

当
消
防
本
部
管
内
で
は
、
受
入
医
療
機

関
を
探
す
た
め
に
数
時
間
を
要
し
、
そ

の
結
果
、
救
急
患
者
の
容
態
が
悪
化
し

た
と
い
う
よ
う
な
事
案
は
発
生
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
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労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

広
島
労
働
局

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
（
申
告
・
納

付
）
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
よ
り
石
綿
健
康
被
害
者

救
済
の
た
め
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・

納
付
を
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
に

あ
わ
せ
て
手
続
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
事
業
主
の
皆
さ
ま
、「
労
働
保

険
概
算
・
確
定
保
険
料
一
般
拠
出
金
申

告
書
」
を
作
成
の
上
、
保
険
料
・
一
般

拠
出
金
を
添
え
て
最
寄
り
の
銀
行
・
郵

便
局
等
金
融
機
関
か
、
労
働
基
準
監
督

署
又
は
広
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
・
納
付
は
電
子
申
請
・

納
付
も
可
能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限　

５
月
20
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

　

広
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

　
　
　


０
８
２-

２
２
１-

９
２
４
６

h
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w
w
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町内求人情報

詳細情報：役場立地定住推進室又は各支所自治振興課窓口
　　　　　北広島町ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/
問い合わせ：北広島町求人情報センター（役場立地定住推進室内）
　　　　　０８２６‐７２‐０８５６

企業名 募集職種

株式会社 大田鋳造所千代田工場 鋳物製造加工作業

株式会社 広栄建設産業 土木工事、営業

今井運送 株式会社 資材運送

津久田工業 株式会社 機械部品等製造

株式会社 タナカ 木材加工作業

株式会社 玉屋金属 自動車部品製造

八剣伝千代田店 接客業

医療法人 明和会 看護師（正・准）、介護

株式会社 坂本工業 建築、鉄筋工

株式会社 千代田ゴルフ倶楽部
キャディ、フロント、レストラン、調理補助、
施設清掃、コース管理

石橋飲料 株式会社（田原温泉お食事処 わらべ） 接客業

エコートレーディング 株式会社 出荷作業、商品補充

千代田電機サービスセンター 電気工事

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、薬剤師、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン千代田インター店 店内接客

株式会社 ダスキンプロダクト中四国 製造、仕上げ、品揃え

株式会社イワサキ北広島工場 機械工、仕上工、CAD/CAM オペレーター

広島協同乳業 株式会社 一般事務

へんぽこ茶屋 作業

リースキン西日本リネンサプライ 作業

デオデオ千代田店 家電販売

株式会社 タカキベーカリー千代田工場 パン、菓子製造、事務、販売

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護

カトウ家具工芸 有限会社 家具製造

株式会社 ヒロマイト本社工場 品質管理、組立作業

中国木材 株式会社 製材工

株式会社 マナ・ティ 販売

株式会社 エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

焼肉 河九 皿洗い、調理補助

丸二 株式会社 製造

中国油化学工業 株式会社 製造

株式会社 新宮 広島市場 営業

４月７日現在届出順
＊広報発行日に求人が削除されている場合があります。

●人口と世帯【３月末日現在】　（　）：前月比

人　口
　男
　女
世帯数

20,861  人  （－ 57）
10,002  人  （－ 19）
10,859  人  （－ 38）
  8,297 世帯（＋ 4）

●家庭で取り組む省エネ行動

●きたひろしま人権フェスタ２００７入賞作品

わる口なんて言わないよ

　わたしも聞きたくないからね

●税金メモ　－お忘れなく。納税－

４月 30 日（水）
●軽自動車税
●国民健康保険税第１期
＊納付は便利で安心な口座振替で !
　残高確認をお忘れなく！　

編 集 後 記
広報担当２年目に突入し

ました。今号から紙面の

リニューアルも行いましたが、いかがでしょ

うか？住民生活に直結した情報をわかりやす

くお知らせするとともに、住民の皆さんにも

参加していただけるような広報づくりを企画

していきたいです。ご協力よろしくお願いし

ます。（竹）

買い物には、買い物袋を持って行こう
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 0
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平
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4
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発
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発
行

／
北

広
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編

集
／

企
画
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牛がつくる庭園
レンゲツツジ

高原からの花便り　№39

　

青
葉
の
季
節
、
八
幡
高
原
に
薫
る
風
を
一
番

に
感
じ
て
い
た
の
は
牛
た
ち
だ
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
今
は
森
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
掛
頭

山
や
聖
山
の
山
裾
な
ど
に
は
、
か
つ
て
は
大
き

な
草
原
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
草
原
で
は
、
春

か
ら
秋
に
か
け
て
草
が
刈
ら
れ
、
農
業
が
忙
し

い
時
期
に
は
牛
の
放
牧
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
若
草
が
風
に
な
び
く
草
原
に
は
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
が
点
々
と
咲
き
ま
す
。

　

ツ
ツ
ジ
の
仲
間
で
は
最
も
大
き
な
花
を
付
け

る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
、
そ
の
色
も
相
ま
っ
て
、

若
葉
の
草
原
で
は
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
一
つ
の

枝
に
た
く
さ
ん
の
花
を
付
け
る
の
で
、
花
が
開

く
前
に
は
、
と
が
っ
た
蕾

つ
ぼ
み

が
枝
先
に
集
ま
っ
た

様
子
が
一
つ
の
大
き
な
花
の
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
と
い
う
の
は
こ
の
時
の
様

子
を
蓮
華
に
見
立
て
て
付
け
ら
れ
た
名
前
で

す
。
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
、
里
山
に
咲

く
ツ
ツ
ジ
に
比
べ
て
花
が
大
き
く
、
真
っ
赤
な

の
で
、オ
ニ
ツ
ツ
ジ
と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。

　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は
放
牧
地
な
ど
で
し
ば
し
ば

大
き
な
株
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
花
に
も

葉
に
も
毒
が
あ
る
た
め
、
一
度
食
べ
た
家
畜

は
二
度
と
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
食
べ
な
い
か
ら
で

す
。
間
違
え
て
食
べ
た
家
畜
に
と
っ
て
は
、
鬼

に
襲
わ
れ
た
よ
う
な
苦
し
み
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
生
長
し
て
い
く
と
き
に
競
争
相
手
と
な
る

他
の
植
物
は
家
畜
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
牧
場

は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
生
活
し

や
す
い
環
境
な
の
で
す
。
信
州
の
高
原
に
は
、

庭
園
状
群
落
と
呼
ば
れ
る
見
事
な
群
生
が
見
ら

れ
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
八
幡
高
原
に
も
、
少

し
前
ま
で
は
大
き
な
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
株
が

点
々
と
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
ず
い
ぶ
ん

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
牛
が
居
な

く
な
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
残
念
な
こ
と
に
、

心
な
い
人
に
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

す
。牧

場
で
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
残
っ
た
の
は
、
牛

が
食
べ
な
い
だ
け
で
な
く
、
牧
場
主
が
刈
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
野
の
花
を
野
に
置
く
こ
と

も
持
ち
去
る
こ
と
も
、
ど
ち
ら
も
花
を
愛
で
る

心
が
為
し
た
こ
と
で
す
。
ふ
た
つ
の
心
は
本
当

に
同
じ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
偏
っ
た
愛
し
方
は
、

ど
こ
か
怖
ろ
し
く
感
じ
ま
す
。

（
芸
北	

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）


